
研究の詳細 
 
【研究の背景】 

⾷べられる危険をいかに回避するかは，⾃然環境の中で⽣きる動物と植物に共通する重
要な課題です。動物が逃避やカモフラージュ，擬態といったさまざまな対捕⾷者戦略を有す
るように，植物もまた多様な防御戦略を進化させてきました。その中でもとりわけユニーク
な⽅法が，接触などの物理的な刺激に応答し素早く動くことで植⾷者から⾝を守る，運動に
よる防御です（ホームセンター等で売られているオジギソウの葉が有名です）。 

2018 年，私たちは運動による防御の新たな例として，モウセンゴケ属が花のまわりに接
触刺激を受けると，２〜10 分ほどで花を閉じる⾏動を発⾒しました（Tagawa et al. 2018︔
動画 https://www.youtube.com/watch?v=ls45d7DWFfA）。その後の実験から，この素
早い花閉鎖運動は，モウセンゴケ属を専⾨に⾷べるモウセンゴケトリバというガの幼⾍（植
⾷者注１）から，花内部の胚珠を守るために役⽴っていることがわかりました（図１︔Tagawa 
et al. 2022）。 

しかし，接触刺激は植⾷者の接近のみを⽰すものではなく，⾵や⾬，あるいは無害な⽣物
によっても引き起こされる極めてあいまいな刺激です。もし，植⾷者がいない状況で誤って
花を閉じれば，素早い運動のためのエネルギーを浪費するだけでなく，他家受粉注２の機会
を失ってしまいます。⼀⽅，植⾷者の接近を⾒逃せば，胚珠を⾷い荒らされ，繁殖の器官を
完全に絶たれてしまいます。このジレンマの中で，植物は⾃分⾃⾝が置かれた状況において
「どのくらいの刺激を受けたときに，どのくらいの強さで花を閉じるのか」を適切に調整す
る必要があるといえるでしょう。 

私たちは，モウセンゴケ属は過去に「⾃分の体が⾷べられた経験」を参照することで，こ
の閾値を調整しているのではないかと考えました（図２）。モウセンゴケトリバの幼⾍は，
卵から⽣まれた直後の初期段階では葉を⾷べ，数⽇を経て成⻑した後に花や果実を⾷べる
ようになります。つまり，葉を⾷べられた株では，将来花が⾷べられる危険性が相対的に⾼
まった状態にあるといえます。もし植物がこの「葉を⾷べられた」という被害経験を記憶し，
将来の花への危機を予測する情報として利⽤できるのであれば，葉を⾷べられた経験をも
つ株はもたない株と⽐較して，あいまいな接触刺激に対してより強い花閉鎖運動を起こす
はずです。本研究ではこの可能性を実験的に確かめることを通して，植物が器官を越えて情
報を統合し，防衛⾏動を最適化しているという仮説を検証しました。 

 
【研究の成果】 
 モウセンゴケ属の１種であるコモウセンゴケが過去の葉への被害経験を記憶し，花での
防衛⾏動を強化できるかを明らかにするために，照度と気温を統制した室内実験を⾏いま
した。具体的には，開花１⽇前のコモウセンゴケの葉を切除し⾷害を模倣した「葉⾷害経験
群」と，処理を⾏わない「対照群」を⽤意し，それぞれの開花時にピンセットを⽤いて花の



がく筒に⼀定の接触刺激を与えました。接触刺激を与えてから 15 分後の花の開き具合を⽐
較すると，葉⾷害経験群は対照群と⽐較して，統計学的に有意に強く花を閉じること（より
⼩さな⾓度まで花を閉じること）が明らかになりました（図３a）。 
 また，接触刺激に対する反応の強さと刺激を与えた時刻との関係性は２つの群で明確に
異なっていました（図３ｂ）。対照群のコモウセンゴケは，花を開いた直後の朝早い時間帯
には接触刺激に対してあまり強く花を閉じず，時間が経過して体内時計によって花が閉じ
る時刻が近づくにつれて，より強く花を閉じるように変化する傾向を⽰しました。これは，
開花直後は他家受粉のチャンスを最⼤限活かすために，防衛を開始する刺激の閾値を⾼く
保ち，受粉の機会が減少するにつれて防衛を優先するようにシフトする反応として解釈で
きます。これに対して，葉⾷害経験群のコモウセンゴケは，時刻に関わらず，接触刺激を受
けて常に強く花を閉じました。これは，接触刺激が植⾷者由来である確率の上昇を受けて，
受粉の機会を犠牲にしてでも強⼒な防衛⾏動を優先するよう，植物の意思決定が変化した
可能性を⽰唆しています。 
 
【研究の意義と今後の展望】 
 本研究の意義は，脳を持たない植物が過去の⾷害経験を⼀種の記憶として保持し，それを
別の器官でのあいまいな刺激に対する防衛の強さの調整という意思決定に利⽤している可
能性を⽰した点にあります。オジギソウを⽤いた過去の研究では，植物の同じ器官において，
過去の⾷害経験がその後の運動防御の強度を⾼めることが⽰されていました（Cahill et al. 
2013）。本研究はこの概念を拡張し，植物が異なる器官の⾷害経験を参照し運動防御の強さ
を調整できることを明らかにしました。また，本研究の結果は，コモウセンゴケが過去の⾷
害に関する情報を少なくとも 1 ⽇保持し，その後の⾏動の調整に利⽤していることを⽰唆
しており，このような情報保持と利⽤は⼀種の記憶とみなされる可能性があります。今後は
こうした現象の分⼦メカニズムや，種間⽐較を通した進化的背景の解明が望まれます。 
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⽤語解説 
注１． 植⾷者 植物体を⾷べる動物のこと。  
注２． 他家受粉 異なる株の花間で起こる受粉のこと。１つの株の花間で起こる受粉と⽐較して，⼦の

遺伝的多様性が⾼まるなどのメリットがある。 
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図１．モウセンゴケ属の接触刺激に応答した花閉鎖運動とその防御機能。 
モウセンゴケ属の花周辺に接触刺激を与えると花が閉鎖する（a:０分，b:５分，c:15 分）。
こうした反応は植⾷者であるモウセンゴケトリバの接近を感知し，花内部の胚珠を防御す
るうえで効果的である（d）。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図２．本研究の仮説︓過去の葉の⾷害経験をもとにした，花の運動防御の強化。 
過去に葉⾷害を受けた株では，あいまいな接触刺激に応答してより強く花を閉鎖するかも
しれない。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３．本研究で得られた結果。 
（a）葉⾷害経験株は対照株と⽐較して，刺激 15 分後の花開度が統計学的に有意に⼩さか
った（より強い防御を誘導した）。***GLM p < .001,（b）対照株では，接触刺激を与える
時刻が遅いほど，刺激 15 分後の花開度は⼩さくなった。葉⾷害経験株では，接触刺激を与
える時刻によらず，刺激 15 分後の花開度は常に⼩さかった。 


